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(57)【要約】
　本発明は、色順次タイプの液晶スクリーン、特に、Ｌ
ＣＯＳ技術スクリーン（集積回路スクリーン）上に表示
する方法に関する。
　画素電極とすべての画素に共通の対電極（ＣＥ）の間
の液晶、および、フレームごとに対電極の電位を交互に
変更するようにされる。画像を書き込むことは、さまざ
まな行の連続アドレシングおよび列導体への電圧レベル
の同時印加を含む。書き込み段階の後には、フレームの
終了前に、対電極電位を切り替える段階が続き、この段
階では、すべての行のすべてのトランジスタがこの切り
替え段階の所定の瞬間に同時にオン状態であるように、
互いにオーバーラップする間にさまざまな行のトランジ
スタを行ごと（Ｌ１～Ｌｎ）に連続してオンにし、対電
極の電位はこの瞬間切り替わる。したがって、対電極電
位の切り替えの瞬間の画素のレベルでの制御トランジス
タ上での過度電圧は回避される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイに画像を書き込むための方法であって、前記ディスプレイは、画素の
行と列からなるマトリックスを備え、各画素は、画素電極（Ｅｐ）とすべての前記画素に
共通の対電極（ＣＥ）との間に液晶を備え、制御トランジスタ（Ｑ）は、全く同一の列の
すべての前記画素に共通のそれぞれの列導体に前記画素電極を連結し、前記列導体は、前
記画素に適用されるべきグレーレベルを規定するアナログ信号を受信し、全く同一の行の
前記画素の前記制御トランジスタは、それぞれの行導体によって制御され、前記画像を書
き込むための方法は、さまざまな行の連続アドレシングおよび前記列導体への電圧レベル
の同時印加を含み、前記対電極に印加される電位は、奇数フレームの間の低値と偶数フレ
ームの間の高値との間で交互に変更され、前記書き込み段階の後には、フレームの終了前
に、対電極電位を切り替える段階が続き、この段階では、すべての前記行のすべての前記
トランジスタがこの切り替え段階の所定の瞬間に同時にオン状態であるように、互いにオ
ーバーラップする間に前記さまざまな行の前記トランジスタを行ごとに連続してオンにし
、前記対電極の電位はこの瞬間切り替わることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記トランジスタをオン状態に存続する時間（Ｔｃ）は、すべての前記行に対して同じ
であり、第１の行の前記トランジスタの前記オン状態の開始（ｔ０）と最終行の前記トラ
ンジスタの前記オン状態の開始（ｔ１）を隔てる時間より長いことを特徴とする、請求項
１に記載の書き込み方法。
【請求項３】
　前記切り替え段階の間の前記さまざまな行の前記連続アドレシングのシーケンシングは
、前記マトリックスに書き込む段階の間のシーケンシングより速いことを特徴とする、請
求項２に記載の書き込み方法。
【請求項４】
　黒レベルに相当する電圧レベルは、前記切り替え段階の間に前記電圧導体に印加され、
このレベルは、次のフレームに対する書き込み段階まで黒レベルを維持するよう、前記対
電極電位の前記切り替えの瞬間に切り替わることを特徴とする、請求項１～３のいずれか
一項に記載の書き込み方法。
【請求項５】
　前記ディスプレイは、画素電極と対電極との間のゼロ電圧に対して透過率が最大となる
ノーマリーホワイト表示であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の
書き込み方法。
【請求項６】
　前記ディスプレイは、大地に対して参照されるＶｃｃ値の電源電圧によって供給される
集積回路基板上に実装され、前記対電極に印加される前記電圧は、前記Ｖｃｃ値よりも大
きい相違を有する電位を供給することが可能な、前記基板の外部の電圧源によって供給さ
れることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の書き込み方法。
【請求項７】
　Ｖｔｈが、それ未満では画素は白を保つ閾値電圧であるとき、前記外部の電圧源は、２
つのフレームのうちの１つのフレームの間は電圧Ｖｍｉｎ＝－Ｖｔｈを供給し、別のフレ
ームの間はＶｍａｘ＝Ｖｃｃ＋Ｖｔｈを供給することを特徴とする、請求項６に記載の書
き込み方法。
【請求項８】
　前記対電極電位の切り替え段階は、次の工程、すなわち、まず初めに、前記対電極電圧
を切り替える前に絶対値において前記対電極電圧を増加する工程と、前記切り替え工程の
間に、前記次のフレームの前記書き込みの間に有するセットポイント値よりも絶対値にお
いてより高い値をまず得てから、次いで、前記対電極電圧をこのセットポイント値に戻す
工程とを含むことを特徴とする、請求項６または７に記載の書き込み方法。
【請求項９】
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　前記フレームの書き込み工程は、フレームの開始時にすべての前記行の第１の書き込み
を行い、次いで、前記フレームの処理過程において少なくとも１回の書き込みをリフレッ
シュする工程を含むことを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の書き込み方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリックス型液晶ディスプレイによる色順次モードでの画像の
表示に関する。より具体的には、寸法が小さいスクリーンに適用され、例えば、シリコン
基板（英語で「Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ（液晶オンシリコ
ン）」と称するＬＣＯＳ技術）上で実施される。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス型ディスプレイは、画素の行と列からなるマトリックスを備え
、各画素は、画素電極とすべての画素に共通の対電極との間に液晶を備える。画素電極と
共通電極との間に印加される電圧は電界を生成し、電界は電界係数に応じて液晶の分子を
配向する。この配向は結晶を通過する光の偏光に作用し、偏光板の使用と組み合わせて、
印加される電界に依存する光透過レベルを規定する。制御トランジスタ（画素のアクティ
ブ素子）は、全く同一の列のすべての画素の画素電極をそれぞれの列導体に連結する。列
導体は、画素に適用されるべきグレーレベルを規定するアナログ電圧を既定の瞬間に受信
する。トランジスタが導通している場合は、この電圧は画素電極に印加され、そうでない
場合は、画素は隔離されたコンデンサとして振る舞い、事前に受信した電圧レベルを保存
する。全く同一の行の画素の制御トランジスタは、それぞれの行導体によって制御される
。したがって、画像フレームを書き込む間、マトリックスのさまざまな行を連続してアド
レスし、列導体によって既定の瞬間に適用された情報を、アドレスされた行の画素にこの
瞬間に書き込む。
【０００３】
　図１は、こうしたマトリックスの一般構造を示し、ＣＬは液晶セルを示し、Ｑはこのセ
ルに関連するトランジスタを示し、セルとトランジスタを合わせたアセンブリは画素を形
成する。セルの共通の対電極はＣＥと示され、画素の電極はＥｐと示される。行方向の制
御導体は、ｎ行のマトリックスに対してＬ１～Ｌｎで示される。列導体は、ｍ列のマトリ
ックスに対してＣ１～Ｃｍである。行デコーダＤＥＣは、さまざまな行を連続してアドレ
スする。行をアドレスする間、この行によって表示されるべき画像を示す一連のアナログ
電圧が、デジタルアナログ変換回路ＤＡＣによって列導体に印加される。変換回路は、デ
ジタル信号に基づいてこれらのアナログ電圧を確立する。シーケンス回路ＳＥＱは、行デ
コーダと変換回路ＤＡＣの同期動作を確保する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶の性質に関する理由で、液晶セルに印加される平均電界はゼロであることが望まし
い。そうでない場合は、液晶は、この電界に応じて次第に偏光し、最終的に欠陥（スクリ
ーンのマーキングの欠陥と呼ばれる）の形でディスプレイ上に見られるであろう。この偏
光を避けるため、フレームごとに（または、列ごとに、または、行ごとに、または、画素
ごとに）この電界の方向を交互に変更することができる。そうすることが可能な理由は、
電界の方向はグレーレベルに影響を及ぼさず、電界の振幅のみがグレーレベルを規定する
ためである。小さな画素（一辺が数マイクロメートル～２０マイクロメートル）を有する
寸法が小さいスクリーンの場合は、フレーム反転を使用すること、すなわち電界の方向を
フレームごとに交互に変更することが好ましいが、その理由は、画素間の横方向電界は、
画素の無視できない表面区画を乱すためである。フレーム別の交互変更は、深刻な横方向
電界の出現を妨げることによって画素を部分的に保護する。
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【０００５】
　このフレーム反転モードにおける電界の方向の交互変更は、２つの異なる方法のいずれ
かで行うことができる。
　－　対電極ＣＥ上で固定電圧（例えば０ボルト）を保持し、変換回路ＤＡＣによって画
素電極Ｅｐに提供される信号の極性を交互に変更することによって（偶数フレームの間は
、電極Ｅｐ上の極性は正であり（例えば０ボルト～＋６ボルト）、奇数フレームの間は、
極性は負である（例えば０ボルト～－６ボルト））、または、
　－　電極Ｅｐに対して単一の極性（例えば０ボルト～＋６ボルト）を保存し、対電極に
印加される電圧を、奇数フレームの間の低値（例えばＶｍｉｎ＝０ボルト）と偶数フレー
ムの間の高値（例えばＶｍａｘ＝＋６ボルト）との間で交互に変更することによって。こ
れは、グレーレベルを示す既定のデジタル値を、偶数フレームが関与するかまたは奇数フ
レームが関与するかに応じて、２つの異なるアナログ電圧へ変換しなければならないこと
を意味する。例えば、ゼロ電界に対する画像が黒であるとき、黒画素を生成するアナログ
信号は、奇数フレームの間は０ボルトでなければならないが、偶数フレームの間は６ボル
トでなければならない。変換回路は、この周期的変更の達成に適したものでなければなら
ない。
【０００６】
　第１のプロセスの欠点は、正負間の電源レベルで作動できるアナログ回路（特に、変換
回路ＤＡＣ）を用いるという要件である。技術的に、これは、回路をより複雑にする。こ
れは、第２のプロセスには当てはまらない。
【０００７】
　したがって、対電極に印加する電位を低値と高値との間でフレームごとに切り替える、
第２のプロセスが好ましい。
【０００８】
　切り替えは２つの連続フレーム間の時間間隔の間に行わなければならない。すなわち、
行を書き込む間に行うことはできない。しかし、行の書き込みが行われないときは、画素
電極を列導体に連結する制御トランジスタはすべてオフ状態である。対電極の急激な切り
替えは、キャパシティブトランスミッションによって、トランジスタのドレイン上に同じ
振幅および同じ符号の電圧変動をもたらす結果となり、次のフレームの間は、トランジス
タは、表示されるべき情報を示すアナログ信号を考慮して有するべき電圧の２倍の電圧を
、ドレインとソースとの間に有することになる。例えば、以下の状況が起こる可能性があ
る。対電極ＣＥは低電位（０ボルト）であり、切り替えの直前には列導体（トランジスタ
のドレインに連結される）上にゼロ電位が存在し、画素電極（トランジスタのソースに連
結される）上に＋６ボルトの電位が存在する。０ボルトから＋６ボルトへ対電極を急激に
切り替える間は、画素の電極およびオフ状態のトランジスタのドレインの電位はキャパシ
ティブトランスミッションによって＋１２ボルトまで急激に上昇し、ソースは０ボルトを
維持する。
【０００９】
　集積回路技術（ＬＣＯＳ技術を使用したディスプレイまたは光変調器）に従って実施さ
れた寸法が小さいディスプレイに対し、１２ボルトの電圧は高過ぎ、トランジスタを破損
する危険にさらす。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような理由で、フレームの終了時に行デコーダを使用して、すべての行のすべての
トランジスタが既定の瞬間に同時にオン状態であるように、互いにオーバーラップする間
にマトリックスのすべての行のトランジスタをオンにすることを行ごとに連続して制御し
、対電極の電位はこの瞬間切り替わることが本発明に従って提案される。
【００１１】
　より正確には、本発明は、液晶ディスプレイに画像を書き込むための方法であって、デ
ィスプレイは、画素の行と列からなるマトリックスを備え、各画素は、画素電極とすべて
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の画素に共通の対電極との間に液晶を備え、制御トランジスタは、全く同一の列のすべて
の画素に共通のそれぞれの列導体に画素電極を連結し、列導体は、画素に適用されるグレ
ーレベルを規定するアナログ信号を受信し、全く同一の行の画素の制御トランジスタは、
それぞれの行導体によって制御され、画像を書き込むための方法は、さまざまな行の連続
アドレシングおよび列導体への信号レベルの同時適用を含み、対電極に印加される電位は
、奇数フレームの間の低値と偶数フレームの間の高値との間で交互に変更され、書き込み
段階の後には、フレームの終了前に、対電極電位を切り替える段階が続き、この段階では
、すべての行のすべてのトランジスタがこの切り替え段階の既定の瞬間に同時にオン状態
であるように、互いにオーバーラップする間にさまざまな行のトランジスタを行ごとに連
続してオンにし、対電極の電位はこの瞬間切り替わることを特徴とする方法を提案する。
【００１２】
　トランジスタをオン状態に存続する時間は、好ましくは、すべての行に対して同じであ
り、第１の行のトランジスタのオン状態の開始と最終行のトランジスタのオン状態の開始
を隔てる時間より長い。
【００１３】
　実際には、切り替え段階の間のさまざまな行の連続アドレシングのシーケンシングは、
マトリックスに書き込む段階（または画像生成段階）の間のシーケンシングよりはるかに
速い。シーケンシングとは、開始行の瞬間ｔ０と最終行の瞬間ｔ１との間でさまざまな行
のアドレシングの開始を定期的にスタッガリングすることである。トランジスタをオン状
態に存続する時間Ｔｃがトランジスタのすべての行に対して同一であるとき、Ｔｃは、ｔ
１－ｔ０の値より真に大きくなるように選択される。したがって、ｔ１とｔ０＋Ｔｃとの
間にくる時間間隔の間は、すべてのトランジスタがオン状態である。対電極電位を切り替
える段階は、この時間間隔の間に実行される。
【００１４】
　ｔ０からｔ１までの時間は、行デコーダの能力を考慮してできる限り速くなるように選
択される。存続時間Ｔｃは、ｔ１とｔ０＋Ｔｃとの間の時間間隔により、対電極の切り替
えを完全に実行することができ、有用な情報、例えば電荷よりむしろ既定電圧を画素に完
全に伝送することができるほど十分であるように選択される。
【００１５】
　黒レベルに相当する電圧レベルは、好ましくは、時間ｔ０以降の切り替え段階の間に列
導体に印加され、このレベルは、次のフレームに対する画像を書き込む段階まで、すなわ
ち、少なくともｔ１＋Ｔｃまで黒レベルを維持するよう、対電極電位の切り替えの瞬間に
切り替わる。
【００１６】
　本発明は、好ましくは、画素電極と対電極との間のゼロ電圧に対して透過率が最大とな
るノーマリーホワイト表示に適用される。
【００１７】
　先行技術（国際公開第２００７／０６５９０３号パンフレット）において、一方では、
マトリックスのすべての制御トランジスタを同時にオンにし、他方では、フレームごとに
交互に変更されるプリチャージ電圧を列方向の導体（したがって、画素電極へ）に印加す
るよう、マトリックスには一連の行方向のトランジスタ（ｎ個のトランジスタ）および一
連の列方向のトランジスタ（ｍ個のトランジスタ）が補充されることが既に提案されてい
る。しかし、対電極を切り替えることも、連続行のトランジスタを連続してオンにするこ
ともなく、その上、オーバーラップを用いてアドレシングを実行するのに行デコーダを使
用することもなく、マトリックス一面にｎ＋ｍ個のトランジスタを追加しなければならず
、このディスプレイは、ワイドディスプレイパネル用を意図するものであり、ＬＣＯＳ集
積回路の実施用を意図するものではない。
【００１８】
　本発明の重要な態様によれば、半導体基板上で一体化され、対電極に印加される電圧の
定期的な切り替えを原理として動作するが、個別の画素電極すべてが黒レベルに相当する
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電圧を受信し、対電極電圧の切り替えと同時に切り替わる、液晶ディスプレイの場合、切
り替わる対電極電圧は、基板の外部にある電圧源であり、半導体基板上に形成される集積
回路の電源電圧Ｖｃｃとは独立した電圧源によって生成され、２つの対電極電圧間の相違
は、集積回路の電源電圧のＶｃｃ値より大きくなるようにされる。外部の電圧源の切り替
えの同期化は、基板の集積回路によって確保される。この構成により、「白」および「黒
」の十分な色質を得るために必要な３ボルトより大きい対電極電圧の変動を適用しながら
、集積回路に印加される電圧を制限する（例えば、３ボルトに）ことが可能になる。
【００１９】
　集積回路の電源電圧がＶｃｃ（半導体基板はゼロボルトの基準電位と見なされる）であ
るとき、基板の外部の電圧源は、０未満の電圧およびＶｃｃを上回る電圧を供給すること
ができる。
【００２０】
　ノーマリーホワイト表示（電極と対電極との間のゼロ電圧に対して白）に対し、電極間
には最小閾値電圧Ｖｔｈが存在すると考えられ、その最小閾値電圧未満では白表示を維持
する。好ましくは、Ｖｃｃ＋Ｖｔｈに最も等しい電圧で黒が得られることを踏まえて、－
Ｖｔｈとほぼ等しい電圧Ｖｍｉｎと電圧Ｖｍａｘ＝Ｖｃｃ＋Ｖｔｈとの間で対電極電圧を
切り替えるよう選択される。この電圧が良好なコントラストを得るのに完全に十分とは言
えない場合は、コントラスト補償フィルムが使用される。
【００２１】
　好ましくは、フレームの終了時の切り替え段階の間は、次のフレームを考慮してその値
を切り替える直前に、過度電圧（黒レベルを増強する傾向がある方向に向かって）が対電
極電圧に印加され、切り替える瞬間にもまた、次のフレームの処理過程で有さなければな
らないセットポイント値ＶｍｉｎまたはＶｍａｘに戻す前に、黒レベルを増強する傾向が
ある方向に向かって、過度電圧が対電極電圧に印加される。
【００２２】
　最終的に、フレームの書き込み工程は、フレームの開始時にすべての行の第１の書き込
みを行い、次いで、フレームの処理過程において少なくとも１回の書き込みをリフレッシ
ュする工程を含むようにされ得る。
【００２３】
　本発明の他の特徴および利点は、添付の図面と関連して提供される以下の詳細な説明を
読み進むにつれて明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実装形態に対する液晶マトリックス型ディスプレイの構造を示す。
【図２】本発明による画像書き込み方法について説明するタイムチャートを示す。
【図３】図２のタイムチャートの詳細を示す。
【図４】電圧差Ｖｍａｘ－Ｖｍｉｎが集積回路の電源電圧Ｖｃｃより大きい場合において
ＶｍａｘからＶｍｉｎに切り替わる対電極のタイムチャートを示す。
【図５】対電極がＶｍｉｎからＶｍａｘに切り替わる次のフレームに対する同様のタイム
チャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　ディスプレイは、画素ごとに色が割り当てられる、カラーフィルタを備えたタイプのも
のであっても、画像フレームごとに異なる色でマトリックスを照射するためにマトリック
スの制御と同期して着色光源が制御される、カラーフィルタなしの色順次タイプのもので
あってもよい。本発明は、最も詳細には、色順次タイプのディスプレイに適用可能であり
、以下、ディスプレイはこのタイプのものと見なされる。以下では、用語「フレーム」は
、完全な着色画像をスクリーン上に書き込む工程を規定するのに使用され、２つの連続フ
レームは、色順次モードにおける２つの異なる着色に相当する。
【００２６】
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　液晶セルＣＬは、各画素に特有の画素電極Ｅｐと、すべての画素に共通の対電極ＣＥと
を備える。上記で説明されたように、スクリーンのマーキングを防ぐため、画素に印加さ
れる電界がフレームごとにその方向を反転するように、対電極の電位はフレームごとに切
り替えられる。画素のグレーレベルは、既定の光の偏光に対するより大きなまたはより小
さなセル透過率によって決定される。この透過率は、電界の方向には依存せず、その振幅
にのみ依存する。
【００２７】
　画素の行と列の交差部分に位置するセルＣＬに対し、セルの制御トランジスタＱは、画
素電極とその列のすべての画素に関連する列導体との間で連結される。制御トランジスタ
のゲートは、その行のすべての画素に関連する行導体に連結される。ｎ個の行導体Ｌ１～
Ｌｎおよびｍ個の列導体Ｃ１～Ｃｍが存在する。
【００２８】
　デジタルアナログ変換回路ＤＡＣは、表示されるべき画像情報を受信する。フレームは
、ｎ行あり、画像は行ごとに書き込まれる。決められた行に対し、回路ＤＡＣは、この行
の画素に書き込まれるべきグレーレベルを示すｍ群のデジタル値を受信する。回路ＤＡＣ
は、列導体に連結されるその出力上で、ｍレベルのグレーレベルを示すｍレベルのアナロ
グ電圧を確立する。行デコーダは、書き込みを望む行に対応する行導体を選択する。この
選択は、その行の画素のすべての制御トランジスタＱをオンにするが、他の行の画素の制
御トランジスタはオンにしない。次いで、この行のセルＣＬは、回路ＤＡＣから生じるそ
れぞれのアナログ電圧を、それらの画素電極Ｅｐ上で受信する。対電極ＣＥは、フレーム
全体を通じて一定の電位である。次に、デコーダが第１の行を非選択状態にして別の行を
選択する一方で、変換回路ＤＡＣは、書き込まれるべき新しい行に対応する別の群のアナ
ログ電圧を確立するなど、次々と行われる。シーケンス回路ＳＥＱは、行デコーダＤＥＣ
の動作と変換回路の動作を同期化する。行は、好ましくは、マトリックスでのその位置に
応じて順番に定期的に連続して選択される。ただし、列導体に適用される画像情報が、選
択された行に表示されるべきであるものと確かに一致すれば、行は、異なる順番で選択さ
れる場合もある。フレームの終了時には、液晶セルのｎ行は、表示しなければならないグ
レーレベルに相当するそれぞれのアナログ電圧を受信している。それらのキャパシティブ
性質の理由で、残りのフレームの間は、セルは、それらの制御トランジスタをオンにした
瞬間に印加された電荷を保存する（印加された電圧は、誘電率が異方性を示す液晶の再配
向の理由で、一定には保たれない）。
【００２９】
　次のフレームの間は、その中に新しいグレーレベルを登録するためにマトリックスの行
ごとのアドレシングが再度開始される。
【００３０】
　その上、対電極ＣＥの電位レベルは、奇数ランクのフレームの間の低レベルＶｍｉｎ（
例えば０ボルト）と偶数ランクのフレームの間の高レベルＶｍａｘ（例えば＋６ボルト）
を交互に提供することによって、フレームごとに切り替わる。これにより、奇数フレーム
の間と偶数フレームの間の両方での対電極の電位に対して参照できるように電極Ｅｐに印
加されるアナログ電圧の値を変更することが必要となる。したがって、電極ＥｐとＣＥの
間での絶対値Ｖｘを有する電圧の印加によってグレーレベルが規定される場合は、画素電
極Ｅｐに印加されるアナログ電圧は、奇数フレームの間はＶｘ－Ｖｍｉｎ、偶数フレーム
の間はＶｍａｘ－Ｖｘでなければならない。最も黒い画素および最も白い画素に相当する
電圧レベルがＶｍｉｎおよびＶｍａｘに対して正確に選択されれば、変換回路ＤＡＣは、
単に、奇数フレームの間はデジタル入力信号をアナログに変換し、偶数フレームの間は逆
デジタル信号をアナログに変換すればよく、これは非常に容易に達成できる。
【００３１】
　図１ではＳＷと示される、対電極の電位を切り替えるための手段は、行デコーダＤＥＣ
の制御および変換回路ＤＡＣの制御と同期して、シーケンサによって制御される。対電極
電位の切り替えは、上記で示されるものなどの行の書き込み段階以外、すなわち、回路Ｄ
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ＡＣがセルの決められた行に対応するグレーレベルをこの行に適用する瞬間以外で行わな
ければならない。しかし、この切り替えが、フレームの最終行の書き込み直後かつ新しい
フレームの書き込み直前に警戒することなく実行されれば、上記で記述されたように、セ
ルの制御トランジスタ上にソースドレインの過度電圧を引き起こすリスクが存在すること
が認識される。これらの過度電圧は有害である。
【００３２】
　制御トランジスタＱ上での過度電圧のリスクを伴わずに対電極電位ＣＥを切り替えるこ
とを可能にするため、シーケンス回路のコマンドの下でマトリックスに実行される書き込
みシーケンスについては、ここで図２を参照して説明する。
【００３３】
　完全な画像書き込みフレームＴＲにおいて行デコーダによってさまざまな行に印加され
るオン信号が表示されている。各フレームは、行にグレーレベルを書き込む段階である第
１の段階と、対電極電位を切り替える特定の段階である第２の段階とに分解される。本発
明によれば、この特定の段階の間、行デコーダは再度動作させられるが、書き込み段階の
間に採用された動作方法とは異なる方法で動作させられる。
【００３４】
　フレームの開始時、適正な画像の書き込みに対して、それぞれの行導体Ｌ１～Ｌｎは、
この行の制御トランジスタをオンにするパルスを受信する。パルスは、制御トランジスタ
Ｑが画素によって構成されたコンデンサおよび場合により回路の蓄積コンデンサ（または
補償コンデンサ）を充電することができるまでの必要な時間だけ存続する。さまざまな行
Ｌ１～Ｌｎの書き込みのためパルスは次々と続くがオーバーラップすることはなく、その
結果、単一の行のトランジスタが同時にオン状態となる。
【００３５】
　連続行に対応するデジタルデータＤＡＴＡは、変換されて、対応する行の選択と同期し
て列導体に適用される。
【００３６】
　フレームの終了にさしかかると、マトリックスの最終行（行が連続してアドレスされて
いれば、行Ｌ１から始まる行Ｌｎ）の書き込み後の瞬間ｔ０から第２の段階が実行される
。第２の段階では、行デコーダは、ｎ行の連続アドレシングの新しい動作を実行するが、
今回は、ある行から次の行までの一連の選択速度はより速い（すべての行Ｌ１～Ｌｎのス
キャンに対して通常０．１～０．５ミリ秒）が、その理由は、列導体上での正確なアナロ
グ電圧（グレーレベルを示す）の確立を待つ必要がないためである。その上、行の選択は
、行の相互オーバーラップを用いて行われ、これはすなわち、いくつかの行のトランジス
タが同時にオン状態であり得ることを意味する。最終的に、いくつかの行間にオーバーラ
ップがあるだけでなく、さまざまな行の選択時間は、非ゼロ時間に対して、すべての行が
同時にアドレスされ、したがって、マトリックスのすべてのトランジスタが同時にオン状
態であるようなものとなる。好ましくは、行デコーダの実施および動作を簡潔にするため
、オン状態に存続する時間はすべての行に対して同じである。存続時間Ｔｃは、すべての
画素を同じ電荷状態に置くのに十分長く（通常、１ミリ秒程度）なければならない。これ
により、画素の表示履歴に対して画素を無反応にすることができ、したがって、以前のフ
レームの間に印加された信号に応じて画素へ印加されるべき信号を規定するために従来使
用されたルックアップテーブル（ＬＵＫテーブル）を省略することができる。有利には、
いずれ分かるように、すべての画素は光透過率ゼロ（黒画素）に相当する電荷状態に置か
れる。
【００３７】
　したがって、好ましくは、行のアドレシングが、第１の行では瞬間ｔ０に始まり、最終
行では瞬間ｔ１に始まる場合、行のトランジスタをオン状態に存続する共通の時間Ｔｃは
、間隔ｔ１－ｔ０より大きい。非ゼロ時間間隔は、瞬間ｔ１と瞬間ｔ０＋Ｔｃとの間に存
続する。この時間間隔の間は、マトリックスのすべてのトランジスタはオン状態である。
電位Ｖｍｉｎから電位Ｖｍａｘへまたはその逆の対電極電位の切り替えは、この時間間隔
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の間に引き起こされる。
【００３８】
　同時に、変換回路ＤＡＣは、列導体上に既定電位を確立し、これはすなわち、列導体を
高インピーダンス状態に保たないことを意味する。
【００３９】
　したがって、対電極電位の切り替えに起因するトランジスタまたは回路の他の素子の端
子間での過度電圧のリスクはない。
【００４０】
　好ましくは、シーケンス回路によって制御される変換回路は、この切り替え段階の間に
、黒レベルに相当する電圧を生成する。しかし、黒レベルを生成するために印加されるべ
き電圧が対電極電位に依存し、この電位の切り替えが実際に進行しているため、好ましく
は、対電極の電位が切り替わると同時に、すべての列導体に存在するアナログ電圧が電圧
Ｖｍｉｎから電圧Ｖｍａｘまたはその逆に切り替わる（奇数フレームから偶数フレームま
たはその逆に移るかに応じて）ようにされる。
【００４１】
　図２は、ｔ１からｔ０＋Ｔｃまでの時間間隔の間の対電極ＣＥ上での電圧の切り替えを
示す。また、アナログ電圧に変換されるデジタルデータも示される。デジタルデータは奇
数フレームから偶数フレームへ変換され、その結果、奇数フレームにおいてデータＤＡＴ
Ａが既定の画像に対応する場合、同じ画像を得るために、次の偶数フレームにおいて逆デ
ジタルデータＤＡＴＡ＿Ｉｎｖを適用しなければならない。用語ＤＡＴＡ＿Ｉｎｖは、勿
論、以前のフレームのデータの逆数のデータが適用されることを意味するのではなく、以
前のフレームのデータの逆の意味で参照されるデータが適用されることを意味する。例え
ば、フレームが赤、緑、青の着色順で次々と続くとすると、適用されるデータは、ｄａｔ
ａ１Ｒ、ｄａｔａ１Ｇ＿Ｉｎｖ、ｄａｔａ１Ｂ、ｄａｔａ２Ｒ＿Ｉｎｖ、ｄａｔａ２Ｇ、
ｄａｔａ２Ｂ＿Ｉｎｖなどと続く。
【００４２】
　しかし、新しいデータＤＡＴＡ＿Ｉｎｖを次のフレームに適用する前に、変換回路は、
瞬間ｔ０以降、黒レベルＢＬに相当するアナログ電圧レベルを列導体に印加する。対電極
を切り替える瞬間に黒レベルが逆転すると、変換回路は、対電極電圧が切り替わる瞬間に
印加される黒レベル電圧を逆転するように制御される。
【００４３】
　いわゆる「ノーマリーブラック」液晶スクリーンは、ＥｐとＣＥとの間でゼロ電圧が印
加されるときに黒画素（最小の透過率）を有する。したがって、黒レベルは、列導体に印
加される電圧が、対電極電圧がＶｍｉｎのときに奇数フレームの間でＶｍｉｎである場合
、またそれとは逆に、列導体に印加される電圧が、対電極電圧がＶｍａｘのときに偶数フ
レームの間でＶｍａｘである場合に得られる。これは、ＥｐとＣＥとの間で電圧が印加さ
れないときに最大の透過率を有する、いわゆる「ノーマリーホワイト」スクリーンの逆と
いうことになる。スクリーンは、液晶タイプおよびセルの側面に位置する偏光板の相互配
向に応じてノーマリーブラックまたはノーマリーホワイトであることが思い出される。Ｔ
Ｎ型（ねじれネマティック型）またはＭＴＮ型（混合ＴＮ型）液晶は、偏光板がパラレル
配置であるときノーマリーブラックであり、偏光板がクロス配置であるときノーマリーホ
ワイトである。いわゆる「垂直配向型」液晶は、クロス配置の偏光板ではノーマリーブラ
ックであり、パラレル配置の偏光板ではノーマリーホワイトである。差し当たり図２では
、スクリーンはその構造に関わらずノーマリーブラックであり、示されるフレームＴＲは
対電極電圧がＶｍｉｎである奇数フレームであると見なされ、これは、黒レベルが画素電
極上の電圧Ｖｍｉｎによって規定されることを意味する。
【００４４】
　その結果、対電極の切り替え段階の開始時には、変換回路は、すべての列導体に電圧Ｖ
ｍｉｎ（黒レベルＢＬ）を印加する。対電極電位を切り替える瞬間には、変換回路は、す
べての列導体に電圧Ｖｍａｘ（逆黒レベルＢＬ＿Ｉｎｖ）を印加する。そして、最終的に



(10) JP 2013-519105 A 2013.5.23

10

20

30

40

50

、瞬間ｔ０＋Ｔｃ後、行導体Ｌ１～Ｌｎに印加される連続パルスに応じて、変換回路は、
偶数フレームである次のフレームに書き込むために列導体に逆画像データＤＡＴＡ＿Ｉｎ
ｖを印加する。
【００４５】
　これらの構成から、対電極電位を切り替える段階の間は、そのフレームの間に表示され
た画像と矛盾し得る、グレーレベル情報を画素に提供するというリスクが全くないという
ことになる。黒情報のみが一時的に追加される。
【００４６】
　図２で示されるように、瞬間ｔ０の直前の開始時のみならず、フレームのｎ行の書き込
みを終了した後、先立つ時間間隔全体を通しても、黒レベルＢＬ（ＴＲが奇数フレームの
場合はＶｍｉｎまたはＴＲが偶数フレームの場合はＶｍａｘ）を列に適用することができ
ることに留意されたい。この黒レベルは、列上に存在するが、瞬間ｔ０前にはセルに移動
されない。
【００４７】
　図２のタイムチャートを観察することによって、画素がグレーレベル情報の項目を保存
する時間はその行の段に依存することが分かる。事実から判断すると、一連のｎ行のアド
レシングは、フレームの開始（グレーレベルの書き込み）時よりもフレームの終了（対電
極の切り替えの準備）時においてより速いということになる。フレームの開始時および終
了時に行に対し同じスキャン速度を保存することを選択することは可能であろうが、これ
は、スクリーンの全体的な輝度を低減させることになろう。さまざまな行における照射時
間の違いを考慮するよう、その行の段に応じて組織的に信号レベルを変更することによっ
てこの現象の補償は可能である。また、あるフレームに対してＬ１からＬｎまで、そして
、同じ色の次のフレームに対してＬｎからＬ１まで、行のスキャニング方向を交互に変更
するという決定も可能であり、したがって、さまざまな行における照射時間の相違を大抵
は取り消すことができる。
【００４８】
　前述では、アナログ電圧の形態での列導体へのグレーレベルの適用は、対応する行に対
するアドレシング時間の間にこの導体上に一定の電圧を印加することであると考えられた
。しかし、本発明は、より洗練された方法で電圧の印加が行われる場合、特に、セルの端
子間の電圧の安定化を促進する目的で、一時的に正または負の過度の電圧、すなわち、実
際に所望の電圧より高いまたは低い電圧が列導体に印加される場合にも適用可能である。
【００４９】
　新しいフレームごとに赤、緑、青の光源の切り替えが必要とされる色順次タイプのスク
リーンに対し、対電極の切り替えと同時に、したがって、黒レベルに相当する列導体の電
圧が実際にセルに印加される間に、光源の切り替えが行われる。したがって、光源の変更
は、いかなる厄介な発光スパイクも生成しない。色の切り替えは、黒レベルが依然として
画素に適用されている間に行われれば、必ずしも対電極電圧の切り替えと完全に同期する
必要はない。図２は、赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）色の光源を切り替える瞬間を示す行ＬＵ
Ｍを示す。示される切り替えの瞬間は、瞬間ｔ１＋Ｔｃであるが、現時点での対電極電圧
に相当する黒レベルがこの瞬間に列に適用される限り、ｔ１＋Ｔｃのわずかに前に位置し
てもよい。
【００５０】
　図３は、対電極電位の切り替え段階の詳細を示す。示される例では、光源の切り替えは
、最終行の画素のアドレシングの終了の瞬間である瞬間ｔ１＋Ｔｃで行われる。この瞬間
後、新しいデータの書き込みが適用される。このより詳細な図は、存続時間Ｔｃはほぼ１
ミリ秒であり得るのに対して、存続時間ｔ１－ｔ０は０．１～０．５ミリ秒であり得るこ
とを示す。
【００５１】
　本発明は、寸法が非常に小さいスクリーン（一辺が数ミリメートルから数センチメート
ルまで）、特に、画像投影システム内の透過型光変調器として機能するスクリーンに対し
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て特に有益である。
【００５２】
　本発明は、対電極電位を切り替える段階は、セルによって構成されたコンデンサのＶｍ
ａｘ－Ｖｍｉｎへのプリチャージに相当（黒レベルを確立する）に相当し、これらのコン
デンサの０ボルトへの放電には相当しないため、ノーマリーホワイトスクリーンまたは光
変調器に対して特に有益である。プリチャージされたコンデンサは、所望のグレーレベル
をそれ以後により容易に適用できるようにする。
【００５３】
　前述の詳細な説明では、個別の電極Ｅｐは０～６ボルトの電圧を受信でき、対電極ＣＥ
の電圧も同様に０～６ボルトで変化すると考えられた。これらの電圧値は、良好な白レベ
ル（ノーマリーブラックスクリーンの場合）または良好な黒レベル（ノーマリーホワイト
スクリーンの場合）を得るのに十分な電界を液晶の端子間で生成するという要件と関連す
ると考えることも必要である。
【００５４】
　ディスプレイが集積回路基板上に実装されると、これらの電圧は、ある集積回路製作技
術に対して受け入れ可能となる。しかし、他の現代技術、特に、寸法が非常に小さく良好
な解像度を有するスクリーンに対する高密度集積を可能にする技術では、これらの電圧レ
ベルを使用することはできない。
【００５５】
　その結果、集積回路のトランジスタに印加される電圧のスパンを制限しなければならな
い（通常３ボルトに）ということが起こり得る。簡潔にするため、ここでは、トランジス
タが支持できる最大電圧は集積回路の電源電圧Ｖｃｃと考えられ、この電圧は半導体基板
の端子に印加され、基板自体が全体としてのディスプレイに対する０電位基準を規定する
ことができる。
【００５６】
　この場合、画素の個別の電極Ｅｐに印加される電圧は、０ボルト（基板の基準電圧）と
最大値Ｖｃｃ（通常３ボルト）の間で振動するが、実際にこれらの電圧値を使用して対電
極上に電圧を確立することはできない。実際には、個別の画素電極と対電極との間の３ボ
ルトの相違は、一般に、良好な黒色質（ノーマリーホワイトスクリーンの場合）または良
好な白色質（ノーマリーブラックスクリーンの場合）の生成には十分ではない。
【００５７】
　本発明の重要な態様によれば、対電極に印加される電圧はＶｍｉｎとＶｍａｘの２つの
値の間を振動し、これらの電圧は基板の外部の電圧源によって生成され、０ボルトからＶ
ｃｃまで電圧のスパンに制限されないようにされる。
【００５８】
　外部の電圧源は、画素電極の制御と同期して集積回路によって制御される。
【００５９】
　そして、電圧ＶｍｉｎおよびＶｍａｘの選択は、「白」の十分な色質と「黒」の十分な
色質との間の譲歩によって決定される。
【００６０】
　これが好ましい例としてノーマリーホワイトスクリーンに適用される場合、色質の良い
白は、画素電極と対電極との間の電圧が、正の値Ｖｔｈである閾値電圧よりも絶対値にお
いて小さいときに得られると考えられる。逆に、色質の良い黒を得るには、画素電極と対
電極との間の電圧が電圧ＶＴよりも絶対値において大きい必要がある。
【００６１】
　例えば、偶数フレームに対し、白画素は０ボルトの電極電圧Ｅｐに相当し、黒画素はＶ
ｃｃの電極電圧Ｅｐに相当する。次のフレームではその逆となる。したがって、一方では
、第１のフレームの対電極は、より高い－Ｖｔｈである（それ以外では白は良好ではない
）が、（Ｖｃｃ－ＶＴ）より低い（それ以外では黒は良好ではない）Ｖｍｉｎのレベルで
あることが必要である。そして、第２のフレームでは、Ｖｍａｘは、Ｖｃｃ＋Ｖｔｈより
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低いレベルであり（それ以外では白は良好ではない）、ＶＴより高いレベルである（それ
以外では黒は良好ではない）ことが必要である。
　－Ｖｔｈ＜Ｖｍｉｎ＜Ｖｃｃ－ＶＴ
　ＶＴ＜Ｖｍａｘ＜Ｖｃｃ＋Ｖｔｈ
　これは、Ｖｃｃ＋ＶｔｈがＶＴ以上であると仮定する。
【００６２】
　通常、例えば、Ｖｔｈ＝１．５～１．６ボルトである。Ｖｃｃが３ボルトに等しい場合
、これは、液晶の端子間の電圧ＶＴが４．５ボルトの場合に黒色質が十分であることを含
意し、これは可能であることが証明されている。
【００６３】
　この値ＶＴ＝４．５は、必ずしも優れたコントラストを有するための最適値というわけ
ではない。実際には、著しく高い電圧ＶＴが必要とされるであろう。しかし、この値は、
たとえディスプレイ上のコントラスト向上フィルムの使用などの他の手段によってコント
ラストを増強する必要があるとしても、ある適用例では十分と見なされる。
【００６４】
　したがって、実際には、電圧ＶｍｉｎおよびＶｍａｘは、それぞれ－ＶｔｈおよびＶｃ
ｃ＋Ｖｔｈ（－１．５ボルトおよび＋４．５ボルト）に等しくなるよう、または、－Ｖｔ
ｈより極めてわずかに高くおよびＶｃｃ＋Ｖｔｈより極めてわずかに低くなるように選択
される。そして、これらの電圧は、ディスプレイの半導体基板の外部の電圧源を用いて対
電極に印加される。
【００６５】
　その相違は集積回路（画素電極を含む）の電源電圧Ｖｃｃよりも大きい、ＶｍｉｎとＶ
ｍａｘの切り替え電圧を対電極に供給することができる、半導体基板の外部の電圧源の使
用は、書き込み工程が、図２および３またはその他を参照して説明通りに実行される２つ
のフレーム間での消去段階を含む場合に可能である。同電圧源の使用は、消去段階がない
場合にも可能である。そのような外部の電圧源は、実際に、対電極の電位間の相違が、画
素を制御する集積回路の素子によって支持される最大電圧よりも大きい場合、ディスプレ
イに書き込むための方法が対電極電位の定期的な切り替えを伴うや否や有用となる。
【００６６】
　画素電極が黒レベルの電位にもたらされる瞬間および対電極の電位が切り替わる瞬間に
、２つのフレーム間での画素の消去を改善するため、好ましくは、対電極の切り替え工程
が消去促進段階を含むようにされる。この段階の間、対電極電位は、フレーム全体にわた
って保存しなければならない正常なセットポイント値ＶｍａｘまたはＶｍｉｎを再開する
前に、瞬間的にそれぞれＶｍａｘより大きい値またはＶｍｉｎより小さな値にもたらされ
る。この電位の絶対値における増加は、電位ＶｍｉｎおよびＶｍａｘが良好な黒色質を得
ることができる制限値であるという事実のため特に望ましく、良好な消去のためには絶対
値において一時的に電位を増加させる方が良い。
【００６７】
　この消去促進段階は、すべての画素電極が黒レベルに相当する電位（あるフレームでは
０ボルト、次のフレームではＶｃｃ）にもたらされる瞬間に起こる。
【００６８】
　図４のタイムチャートは、２つのフレーム間での消去段階であって、対電極電位の電位
Ｖｍｉｎから電位Ｖｍａｘまでの切り替え工程と、すべての画素に印加される黒レベル電
位の同時切り替え工程とを含む消去段階を示す（例えば、Ｖｍａｘ（＋４．５ボルト）超
のＶＭＡＸレベル（例えば＋５．５ボルトまたは＋６ボルト）およびＶｍｉｎ未満のＶＭ
ＩＮレベル（例えば－２．５ボルトまたは－３ボルト）で過度電圧を用いて、図２および
３を参照して説明されるプロセスによって。
【００６９】
　消去段階は、実際には、瞬間ｔ１に始まり（しかし、図２のタイムチャートに従って動
作する場合は、その前の瞬間ｔ０に始めることができる）、実際には、瞬間ｔ０＋Ｔｃに
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間ｔ１＋Ｔｃ後にのみ開始する）。
【００７０】
　好ましくは、以下の順で行われる。
　－　すべての個別の画素電極に黒レベル電位（ＢＬ）を印加する。ここでは、ノーマリ
ーホワイトスクリーンの場合と仮定するが、ノーマリーブラックスクリーンに置き換える
ことも可能である。黒電位は０ボルトであり、対電極電位はＶｍａｘである。
　－　その黒レベル状態へ向けてより迅速に液晶分子を配向するため、短時間でＶＭＡＸ
＞Ｖｍａｘの過度電圧を対電極に印加する。Ｖｍａｘ＝４．５ボルトの場合、好ましくは
、ＶＭＡＸは＋６ボルトである。
　－　次のフレームで有さなければならないセットポイントレベルＶｍｉｎに対電極電位
を切り替えるが、ＶＭＩＮ＜Ｖｍｉｎの過度電圧を用いる。Ｖｍｉｎ＝－１．５ボルトの
場合、ＶＭＩＮ＝－３ボルトである。
　－　対電極電位の切り替えと同期して、新しい黒レベル電位ＢＬ＿Ｉｎｖ（ここではＶ
ｃｃ）にすべての個別の電極を切り替える。この新しい電位は、Ｖｍｉｎへの対電極電位
の切り替えで必要である。
　－　第２のフレームの終了まで、第２のフレームに対するそのセットポイント値Ｖｍｉ
ｎへ対電極電位を戻す。
【００７１】
　第２のフレームの書き込み工程は、Ｖｍｉｎ値へ戻した後で行ごとに始めることができ
る。マトリックスの行導体が連続して導通させられる場合は、書き込み工程は、図２に関
して規定された瞬間ｔ１＋Ｔｃ後にのみ始める。
【００７２】
　図５は、対電極の電位が、第１の過度電圧ＶＭＩＮおよび第２の過度電圧ＶＭＡＸを渡
って、ＶｍｉｎからＶｍａｘに渡る次のフレームに対する類似したタイムチャートを示す
。
【００７３】
　好ましくは、フレームの処理過程において少なくとも１回は画像をリフレッシュするよ
うに、すなわち、各画像ポイントに対応する列電位が再度各画素に行ごとに書き込まれる
ようにされる。
【００７４】
　この理由は、液晶の端子間の電圧は、フレームの存続時間にわたって変化する傾向があ
るという事実のためである。電圧は書き込みの瞬間に印加されるが、それ以後画素は隔離
され、この電圧での維持を停止する。しかし、印加された電圧は結晶の分子の配向を変更
する傾向にあり（所望のグレーレベルに応じて）、この物理的配向自体の変更は誘電率の
変化を引き起こし、したがって、キャパシタンスの変化、液晶の変化を引き起こす。書き
込みの瞬間に受信される電荷は、一旦画素が隔離されれば変化しないため、分子の配向の
変化と並行して変化するのは電圧（Ｖ＝Ｑ／Ｃ）である。画素に関連する広範囲にわたる
蓄積コンデンサを設けることによってこの変動を補償よりむしろ、フレームの処理過程に
おいて１回または複数回画像を再度書き込む方が好ましい。蓄積コンデンサは画素の開口
をかなり低減するため、蓄積コンデンサは、透過型のディスプレイにとって特に有害であ
ろう。画像の再度書き込みにはより多くのエネルギーが消費されるが、集積回路は低い電
源電圧Ｖｃｃ（３ボルト）で作動するため、消費量を誇張することはない。
【００７５】
　例えば、フレームの処理過程において１回または２回のリフレッシュを行うようにされ
得る。可能なリフレッシュの回数の制限は、マトリックスのすべての行の書き込みに要す
る時間に対するフレームの存続時間の割合に依存する。
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摘要(译)

彩色顺序型液晶屏幕技术领域本发明涉及一种彩色顺序型液晶屏幕，尤
其涉及一种在LCOS技术屏幕（集成电路屏幕）上显示的方法。 对于每
个像素，像素电极和对置电极（CE）之间的液晶对于所有像素都是公用
的，并且对置电极的电势交替变化。 写入图像涉及对各行的连续寻址以
及将电压电平同时施加到列导体。 在写入阶段之后是在帧结束之前切换
对电极电位的阶段，在该阶段中，在该切换阶段的给定时刻，所有行的
所有晶体管同时处于导通状态，从而它们相互导通。 在重叠期间，不同
行的晶体管逐行依次导通（L1〜Lñ ），并且此时反电极的电势切换。 因
此，避免了在切换对电极电势时控制晶体管上像素水平的过电压。
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